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 チケットの普及毎日ご苦労

様です。毎週月曜日に普及

枚数をチェックしています

が、今週２２日の集計では、

製作協力券が２００枚、前売

券が２００枚、合計で４００枚

という状況です。 

とうきゅう前で宣伝 

２３日の祝日に午後３時か

らとうきゅう前で、ハンドマイ

クで呼びかけながらチラシの

配布を行いました。受け取り

は上々で約１時間で４００枚

を配布、チケットも３枚売れ

ました。チケット取扱店も増

え、日の出町も後援が決まり

ました。ポスター掲示も増え

てきました。次回宣伝行動

は１０月５日秋川駅で夕方５

時 か ら で す 。 雨 天 決 行 で

す。ご参加ください。 

映画完成記念・沢内

村ツアーに３名 
沢内村ツアーが１０月１～

３日に企画され、あきる野か

ら増田さん、村山さん、山西

さんの３名が参加します。 

初号フィルムの試写会に

参加し映画の舞台となった

現地を視察し、関係者と交流

します。 

 

「いのちの山河～日本の青空Ⅱ～」 主人公の深澤村長は？ 

深澤晟雄（ふかざわ まさお）村長略歴：１９０５年岩手県沢内村に生ま

れ、東北帝国大学法文学部を卒業し、上海銀行、台湾総督府などに

勤務。敗戦後の４６年、沢内村に戻り農業に従事。青年会の学習講

座で憲法を担当し平和と民主主義の尊さを説く。高校の英語講師を

経て教育長に就任。１９５７年村長に当選。６０年、全国に先駆け老

人(60 歳以上）と乳児の医療無料化を実施、６２年全国初の乳児死亡

ゼロを達成。６５年逝去（享年５９歳）。 

業績：沢内村の自然は美しいが冬季は激しい豪雪のため原始社会にかえり、交通はも

とより産業も文化も麻痺状態で生命を維持する最低の医療手段さえ失う生活を余儀なく

された。村長に就任するや、この自然の猛威を克服することを悲願として奔走し村と県

都盛岡までの冬季交通を確保。医療行政では、高齢者、乳児に対する国保の十割給

付を断行、村民の平均寿命の延長、乳児死亡率ゼロの金字塔を打ちたてた。 

深澤晟雄の政治理念：「生命の尊重されない政治や世相の縮図のように、私の村ほど

露骨にこれを現したものも少なかろう。人命の格差は絶対に許せない･･･」 
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前田：電話 558-7857 

 あきる野市教育委員会とあきる野市に続いて 
日の出町の後援が決まりました 

宣伝カーの運行にご協力を 

 ホームページを  
 ご覧ください 

上映会の情報をお知らせし
ています。ポスターやチラシ
もダウンロードできます。 

あきる野９条の会  検索 
９条の会のトップから上映会
のページへ入って下さい。 

ポスター貼り出し 
Ｂ２（大判）とＡ３（こちらで作

成）があります。さらに市内に

貼り出しましょう。 

新聞折込計画中 
チラシを増刷（約１万枚）して

新聞折込を計画します。 

当日の保育検討中 
保育の必要性についてチケッ

ト販売で確認してください。 

■上映会の会議日程：9/29、10/6、10/13 市役所ロビー１：３０～ 

都内最初の自主上映 「いのちの山河～日本の青空Ⅱ～」 

１０月１７日(土)午後２時と６時の２回 秋川キララホール 

賛同団体増える 
賛同団体に 三多摩法律

事務所 が加わり、現在２０

団体になりました。 

「上映会」の宣伝カーを運行

します。１０月３日～１６日の

毎日午前と午後にそれぞれ

１～２時間程度。運転手とア

ナウンサーを募集します。テ

ープも作りますので運転手

さんだけでもＯＫです。車

（軽自動車）は前市議の影

山さんにお借りします。運行

責任者は広木さん。電話＆

ＦＡＸ５９６-６４８４です。ご協

力お願いします。 

チケット取扱店 
◆ 近藤園茶舗(二宮団地前) 
◆ たつみ（二宮東） 

◆ シルクハット（中央図書館前） 
◆ 長谷川あられルピア店 (あきる

野ルピア１階) 
◆ シルククリーニング（秋川） 

◆ 楓（牛沼） 
◆ 花ごろも（上代継） 

◆ マルモ（引田） 
◆ やまねこ亭(ＪＲ武蔵五日市駅前)  

◆ 森の風○（檜原） 


